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●建築物の建築又は工作物の建設 ●前I 庸目欝リカt5 工：．［；；菩:�-Z:17]}扁れ．
●建築物等の用途の変更
●建築物等の形態又は意匠の変更 事前相談 Cう相談。

組駿窓口、届出窓口 ; I ゐ 怜橋丘2• 3 丁目
I

�t 沢総合支所街づくり課
轟撞寺2丁目 北沢2-8-18 北沢タウンホ ール11階

電話：03-5478-8031（直通）

世田谷1•3•4丁目 世田谷総合支所街づくり課
若林1~5丁目
上属5丁目
三軒茶屋2丁目

世田谷4-21-27 西棟２階
電話：03-5432-2872（直通）

ヽ
助 1 不燃化特区制度(2021年3月まで）

成 老朽建築物の除却や建替え助成、固定資産税、都市計画税の減免など

制 の支援策を活用し、建物の不燃化を促進します。

度 2 その他の制度や助成

都市防災不燃化促進事業（広域避難場所外周120メ ートルの区域でのマS
建替え助成等）・狭あい道路拡幅整備事業·ユニバーサルデザイン生活c... 

案
環境整備助成制度・街づくリ専門家派遣制度・緑化助成制度・雨水流出
抑制施設設濫助成制度などの制度があります。

詳しくは各助成制度等のパンフレットをご覧ください。
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区一役所周辺鑓区；謹区一 街ヨ‘<<り-It 量l
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且t W立怜？
区役所 周 辺地区地区街 づ く り計画

若林一丁目、若林二丁目、若林三丁目、若林四丁
目、若林五丁目、世田谷一丁目、世田谷三丁目、世
田谷四丁目、上馬五丁目、三軒茶屋二丁目梅丘
二丁目梅丘三丁目及び豪徳寺二丁目各地内

約1 23. 8ha 

頼 「逃げないですむ防災街 づ く り」

1．広域避難場所周辺の市街地の不燃化を進め、十分
な安全性を備えた広域避難場所と災害に強い市街
地を形成していく。

2．多様な世代の人々が暮らしやすく、文教の地にふさわ
しい生涯学習を享受し、四季が感じられる緑豊かで調
和のとれた街づくりを進める。

3日常の利便性が確保され、安心して往来ができる街を
目指す。

4日頃から協力しあい、非常時に互いに助け合えるよう
に、ふだんからマナ ーを守り、コミュニケ ー ションを高め、
街づくりを進める。

5地域コミュニティの核である商店街のユニバーサルデ
ザインに配慮した環境を整備し、誰もが安心して歩き、
利用できる商店街づくりを進める。

街づくり
I 

1．災害時の周辺火災による広域避難場所への輻射熱を
（土地利用） 低減させ、かつ災害に強い市街地形成と良好な住宅地

の保全、及び地区内避難路を確保します。

2幹線道路沿道の商業・業務機能と内部住宅地との調和
を図ります。

建物の不燃化の推進、及び延焼を抑制するため建て詰ま
りを防ぎ、災害に強い市街地形成に寄与していきます。

また、良好な住宅地を保全するため、建物の高さ及び建物
利用を誘導します。

地域に残る樹木の保全、及び家の新築、増改築、道路の
整備等にあわせて緑化を進めていきます。

災害時には避難路や延焼を防ぐ道路として、日常では安心
して往来できる道路として、適切な幅員の道路を確保します。

商店街は、快適で楽しく安全な買い物環境を維持し地域
住民に提供していきます。

また、建物や色彩に配慮し、地域の歴史的景観と一体とな
った魅力ある商店街の美観形成を進めます。

戸 災害時に避難上有効な空地を確保し、建物利用において
場所 は火災による熱の影響を抑えることのできる構造及び配置

で、周辺市街地の住環境と調和したものとします。その際、
避難の妨げとならないように、塀などを設けず開放性のある
外構とし、スム ー ズに移動ができるよう建物を配置し、広域
避難場所としての機能を維持します。




